
村の人口と世帯

人 口 ３,７７５人（対前年－３７人）

男 １,８３２人（対前年－１２人）

女 １,９４３人（対前年－２５人）

世帯数 １,２７７世帯（対前年＋１世帯）

平成３０年 ８月１日現在

○発行：下條村役場　総務課／〒399-2101 長野県下伊那郡下條村睦沢8801番地１

　　　　TEL0260(27)2311 FAX0260(27)3536　○ホームページhttp://www.vill-shimojo.jp/

○発行：下條村役場 総務課／〒399-2101 長野県下伊那郡下條村睦沢8801番地１

TEL0260(27)2311 FAX0260(27)3536 ○ホームページhttp://www.vill-shimojo.jp/

平成30年 8月16日　第198号平成30年 8月16日 第198号

主な内容

議会だより ……………………2～4

リニア関連事業について他………5

地域おこし協力隊より……………6

下條村ふるさと応援寄付金………7

ズームアップ ………………………8

いきいきらんど情報 ……………10

国民健康保険税率改正について …11～12

あしたむらんどだより……………12

学校だより ………………………13

しもじょっ子まつり開催報告……14

表彰、村の人事、戸籍の窓口他…15

村長コラム他 ……………………16

酷暑の中、第２０回酷暑の中、第２０回
しもじょっ子まつり開催しもじ っ子 つりしもじょっ子まつり開催
（台風のため、７月２９日に順延）（台風のため、７月２９日に順延）



平成３０年８月１６日 第１９８号 （2）

会期 ６月１３日から
６月２１日まで

議会
だより

第２回下條村議会定例会
国民健康保険税額の改正が認められる

平成30年第2回定例議会は、6月13日に召集され、21日までの9日間の会期で行われました。6名の議員
より一般質問が行われ、報告2件、人事1件、条例改正の専決処分２件、条例改正1件、契約の締結承認２件、
辺地総合整備計画の策定３件、補正予算１件が提出され審議の結果１２件を承認／可決し閉会しました。

▼
一
般
質
問
は
、
議
員
六
名
よ
り

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
今
回

は
細
田
達
三
議
員
、
福
沢
敏
議
員

の
二
名
を
取
り
上
げ
詳
細
な
内
容

を
記
載
し
て
い
ま
す
。（
三
ペ
ー

ジ
を
参
照
）

〇
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援
制
度

に
つ
い
て

（
一
）四
十
五
歳
以
下
で
下
條
村
に

定
住
す
る
た
め
に
住
宅
用
地
の

購
入
、
及
び
新
築
の
際
の
補
助

制
度
に
つ
い
て

（
二
）空
家
対
策
に
つ
い
て

（
三
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
事

業
に
つ
い
て

細
田

達
三

○
村
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施

策
に
つ
い
て

福
沢

敏

〇
下
條
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ

い
て

塩
沢

道
雄

○
下
條
村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

串
原

肇

○
リ
ニ
ア
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ

い
て

○
国
保
税
算
定
に
つ
い
て

串
原

寛
治

○
緊
急
時
の
対
応
、対
策
に
つ
い
て

○
各
避
難
所
へ
の
街
灯
設
置
に

つ
い
て

古
田

勝
美

▼
報

告

○
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
九
年
度
下
條

村
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て
計
算
書
を
報
告
し
ま
し

た
。

○
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告

・
平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
に

発
生
し
た
つ
ど
い
の
広
場
で
の

火
傷
事
故
の
損
害
賠
償
五
千
円

を
全
国
町
村
損
害
賠
償
保
険
で

対
応
し
た
旨
を
報
告
し
ま
し

た
。

▼
下
條
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

・
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の

所
得
要
件
額
の
引
き
上
げ
、
給

与
所
得
、
公
的
年
金
の
控
除
額

を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
す
る
な

ど
の
見
直
し
を
行
い
、
「
た
ば

こ
税
」
の
改
正
と
し
て
三
段
階

に
分
け
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ

一
本
当
た
り
一
円
づ
つ
計
三
円

の
税
率
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
製

造
た
ば
こ
の
区
分
と
し
て
「
加

熱
式
た
ば
こ
」
を
新
設
し
「
重

量
」
と
「
価
格
」
を
紙
巻
き
た

ば
こ
の
本
数
に
換
算
し
て
課
税

す
る
よ
う
定
め
る
条
例
改
正
の

専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

▼
下
條
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分

・
基
礎
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
及
び
低
所
得
者

の
負
担
軽
減
措
置
の
見
直
し
と

し
て
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に

お
い
て
被
保
険
者
等
の
数
に
乗

ず
べ
き
金
額
を
引
き
上
げ
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
條
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
保
の
財
政
運
営
主
体
が
県
に

移
行
し
下
條
村
は
本
年
度
八
千

八
百
万
円
の
納
付
を
予
定
し
て

い
る
が
、
現
行
税
率
の
ま
ま
で

は
一
千
万
円
不
足
す
る
見
通
し

で
、
今
後
の
基
金
保
有
額
の
予

想
や
原
則
六
年
間
と
さ
れ
る
激

変
緩
和
措
置
の
終
了
、
そ
し
て

保
険
税
水
準
を
徐
々
に
県
平
均

ま
で
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
国
保
加
入
者
に
一
定

の
負
担
増
を
お
願
い
す
る
方
針

で
ま
と
め
た
国
保
運
営
協
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
国
保
税
率

を
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
（
国

保
税
全
体
で
五
％
憎
）
を
行
う

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
下
條
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
新
井
守
氏
は
二
期
目
の
任
期
満

了
を
迎
え
ま
す
が
氏
は
適
任
者

に
つ
き
引
き
続
き
選
任
す
る
も

の
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

（
十
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

▼
新
田
・
親
田
・
入
野
辺
地
に
係

る
公
共
的
施
設
の
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

○
新
田
・
親
田
・
入
野
の
三
ケ
所

に
お
け
る
辺
地
の
総
合
整
備
計

画
が
平
成
二
十
九
年
ま
で
で
終

了
し
た
た
め
三
十
四
年
度
ま
で

の
五
年
間
の
新
た
な
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
、
引
き
続
き
整

備
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業

の
継
続
と
新
た
に
村
道
の
道
路

改
良
舗
装
事
業
を
追
加
し
た
内

容
で
す
で
に
県
と
の
協
議
を
終

え
て
お
り
、
今
議
会
に
て
議
会

の
承
認
を
得
ま
し
た
。
そ
の
議

決
書
を
添
付
し
た
整
備
計
画
書

を
総
務
大
臣
に
送
付
し
新
た
な

計
画
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▼
平
成
二
十
九
年
度
（
繰
越
明

許
）
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
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事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
建
設
か
ら
四
〇
年
を
経
過
し
た
小
学

校
校
舎
の
更
な
る
長
寿
命
化
と
環
境

の
向
上
の
た
め
、
エ
ア
コ
ン
設
置
、

図
書
室
の
改
修
、
職
員
ト
イ
レ
と
校

長
室
の
改
修
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
改

修
及
び
教
室
の
ロ
ッ
カ
ー
の
取
替
工

事
を
八
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の

結
果
、
木
下
建
設
株
式
会
社
が
八
千

二
百
八
万
円
で
最
低
落
札
者
と
な
り

契
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

工
期
は
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十

日
ま
で
で
す
。

▼
平
成
三
十
年
度
村
単
小
学
校
長
寿
命

化
改
良
工
事
請
負

・
小
学
校
の
長
寿
命
化
／
環
境
向
上
工

事
の
う
ち
村
単
部
分
に
あ
た
る
一
、

四
階
の
仕
上
げ
工
事
、
電
気
設
備
改

修
、
温
水
器
の
設
置
、
建
具
の
取
替
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
の
工
事
、
放
送
設
備
の
工
事
を

行
う
も
の
で
八
社
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
木
下
建
設
株
式
会
社

が
五
千
三
百
六
十
七
万
六
千
円
で
最

低
落
札
者
と
な
り
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

工
期
は
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十

日
ま
で
で
す
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
一
号
）

・
二
千
七
百
万
円
増
額

・
歳
入
の
国
庫
分
は
、
地
方
交
付
税
の

普
通
交
付
税
を
二
千
三
十
三
万
円
の

増
額
、
県
支
出
金
で
は
総
務
費
県
補

助
金
に
申
請
中
の
「
元
気
づ
く
り
支

援
金
事
業
補
助
金
」に
九
十
七
万
円
、

農
林
水
産
業
県
補
助
金
に
農
業
水
路

等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
交
付

金
と
し
て
二
百
万
円
を
計
上
、
諸
収

入
の
過
年
度
収
入
と
し
て
二
十
九
年

度
に
施
越
し
分
と
し
て
実
施
し
た
山

二
地
区
の
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
分
の
国
庫
負
担
金
を
二
百
三
十

万
円
計
上
、
村
債
に
同
災
害
復
旧
工

事
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
債
と
し
て

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
一
般

管
理
費
の
備
品
購
入
費
と
し
て
公
用

車
十
三
台
分
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

七
十
九
万
円
を
計
上
、
防
犯
対
策
費

と
し
て
公
共
施
設
六
箇
所
へ
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
工
事
費
百
二
十
五
万
円
計

上
、
定
住
促
進
事
業
費
と
し
て
移
住

定
住
へ
繋
げ
る
知
名
度
ア
ッ
プ
へ
の

活
用
す
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
バ
ッ
グ

や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
製
作
購
入
費
と
し

て
百
四
十
四
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
土
地
改
良
事
業

関
係
経
費
で
阿
智
川
井
水
の
改
修
計

画
に
係
る
調
査
設
計
委
託
料
四
百
万

円
を
計
上
、
土
木
費
で
粒
良
脇
ト
ン

ネ
ル
付
替
え
に
伴
う
親
田
入
口
信
号

機
移
設
工
事
負
担
金
百
五
十
万
円
、

道
路
維
持
費
と
し
て
村
道
二
十
三
号

線
お
お
な
ぎ
地
籍
の
法
面
改
修
に
伴

う
地
質
調
査
・
設
計
業
務
委
託
費
に

九
百
万
円
を
計
上
、
消
防
費
の
非
常

備
消
防
費
備
品
購
入
費
に
消
火
栓
改

修
四
基
分
百
四
十
万
円
を
計
上
、
教

育
費
で
は
新
た
に
設
置
し
た
中
学
校

部
活
指
導
員
の
賃
金
三
十
三
万
円
を

計
上
、
学
校
給
食
費
の
工
事
請
負
費

に
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
・
蒸
気
釜
の
設
置

工
事
費
百
六
十
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
地
方
債
の
補
正
と
し
ま
し
て
は

平
成
二
十
九
年
度
に
施
越
し
分
と
し

て
実
施
し
た
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
係
る
起
債
分
を
百
万
円
増

額
し
本
年
度
の
借
入
額
を
九
千
六
百

三
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
は
本
年

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
実
施
す
る
リ

ニ
ア
残
土
地
の
土
地
利
用
計
画
及
び

村
全
体
の
基
本
構
想
策
定
に
係
る
コ

ン
サ
ル
料
と
し
て
八
百
六
十
四
万
円

を
上
限
と
す
る
債
務
負
担
行
為
を
計

上
し
ま
し
た
。

な
お
こ
の
補
正
に
よ
り
総
額
で
は

二
十
一
億
九
千
七
百
万
円
と
な
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

細
田
達
三
議
員
の
質
問

①
四
十
五
歳
以
下
で
下
條
村
に
定
住
す

る
た
め
の
住
宅
用
地
の
購
入
及
び
新

築
の
際
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
昨

今
の
結
婚
年
齢
の
高
齢
化
等
も
考
慮

し
四
十
五
歳
と
い
う
年
齢
を
撤
廃
し

て
田
舎
に
住
み
た
い
方
を
広
く
公
募

す
べ
き
で
は
？

村
長
答
弁

定
住
促
進
住
宅
新
増
改
築
補
助
金
制

度
は
村
内
定
住
の
為
の
新
増
改
築
工
事

費
の
一
割
を
補
助
す
る
も
の
で
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
始
ま
り
平
成
二
十
九
年

度
末
ま
で
で
累
計
五
十
四
件
、
四
八
〇

〇
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
若
者
定

住
の
一
翼
を
担
う
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
若
者
定
住
施
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策
の
観
点
か
ら
は
現
状
の
年
齢
が
適
当

と
考
え
ま
す
。

②
新
増
改
築
に
つ
い
て
は
補
助
制
度
は

あ
る
が
解
体
に
つ
い
て
の
補
助
施
策

が
充
実
し
て
い
な
い
。
村
内
の
空
家

は
大
き
す
ぎ
て
使
い
勝
手
が
悪
い
。
そ

の
場
所
が
更
地
に
な
っ
て
い
れ
ば
定

住
を
考
え
る
人
も
い
る
の
で
は
？

村
長
答
弁

把
握
し
て
い
る
村
内
の
空
家
数
は
八

十
六
棟
で
そ
の
う
ち
使
用
で
き
な
い
物

件
は
十
二
棟
あ
り
ま
す
。

ど
の
自
治
体
で
も
空
き
家
対
策
で
悩

ん
で
お
り
、
幾
つ
か
の
市
町
村
で
は
独

自
に
解
体
撤
去
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
が
解
体
に
は
一
坪
あ
た
り
三

万
円
程
度
か
か
り
百
万
円
を
超
え
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
か
な
か
撤
去
が
進
ま
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
解
体
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
今
後
、
空
家
所
有

者
に
意
向
を
お
聞
き
す
る
な
ど
し
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
事
業
に
つ

い
て
村
内
の
施
工
業
者
又
は
村
内
に

事
業
所
を
置
く
と
い
う
枠
を
村
外
の

施
工
業
者
に
ま
で
枠
を
広
げ
ら
れ
な

い
か
？

村
長
答
弁

こ
の
事
業
の
目
的
は
「
村
内
の
住
宅

関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化

を
は
か
り
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
」

と
な
っ
て
お
り
現
行
の
ま
ま
で
地
域
活

福
沢
敏
議
員
の
質
問

※
村
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
施
策

に
つ
い
て

①
村
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
現
状
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
？
設
置
箇
所
の
規

制
の
有
無
、
景
観
、
土
砂
災
害
な
ど

と
関
連
か
ら
規
制
を
考
え
て
い
る
か
？

村
長
答
弁

二
十
九
年
度
末
で
施
設
設
置
件
数
は

二
六
四
件
で
す
。
規
制
等
は
県
が
示
し

て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
準
じ
設
置
業

者
へ
指
導
し
て
い
ま
す
。
近
年
他
市
町

村
で
も
独
自
の
事
業
用
太
陽
光
発
電
施

設
の
環
境
保
全
対
策
等
が
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
当
村
で
も
今
後
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

②
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
村
内
の
薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
者
は
ど
の
く
ら

い
い
る
か
？
伐
採
し
た
木
材
資
源
の

利
用
法
は
？
木
質
端
材
暖
房
、
キ
ノ

コ
栽
培
、
チ
ッ
プ
舗
装
な
ど
利
用
が

可
能
だ
が
、
村
内
又
は
広
域
で
の
収

集
・
流
通
の
活
用
シ
ス
テ
ム
を
考
え

た
ら
ど
う
か
。

村
長
答
弁

村
内
の
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

利
用
住
宅
数
は
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
景
観
整
備
に
よ
る
伐
採
は
ほ
と
ん

ど
が
枝
打
ち
で
あ
り
焼
却
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
過
去
に
は
広
報
で
周
知
し
必

要
な
方
に
伐
採
木
の
頒
布
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
村
内
で
の
木
質
端
材

の
活
用
は
端
材
の
量
や
経
費
の
点
か
ら

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
広
域

で
の
検
討
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
ヒ
ノ
キ
な
ど
間
伐
材
の
道
路
等
法
面

へ
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
？
丸
太
土

留
柵
は
ヒ
ョ
ー
越
峠
の
静
岡
県
側
に

代
表
さ
れ
る
と
お
り
景
観
的
に
も
優

れ
法
面
の
維
持
管
理
の
軽
減
に
も
効

果
が
あ
り
有
効
と
考
え
る
が
？

村
長
答
弁

丸
太
柵
は
景
観
的
に
は
効
果
的
で
す

が
一
般
的
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
構

造
的
に
強
固
な
素
材
が
も
と
め
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
景
観
指
針
を
検
討
す
る
中

で
経
費
や
強
度
、
設
置
場
所
や
条
件
を

考
慮
し
な
が
ら
さ
ら
に
利
用
の
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
竹
林
の
拡
大
に
よ
っ
て
交
通
傷
害
や

農
地
荒
廃
等
の
影
響
が
出
て
い
る
。

村
と
し
て
も
チ
ッ
プ
機
や
荒
廃
竹
林

整
備
へ
の
助
成
を
行
い
積
極
的
な
対

策
を
進
め
た
ら
ど
う
か
？

村
長
答
弁

竹
林
ば
か
り
で
な
く
交
通
傷
害
に
係

る
支
障
木
伐
採
は
道
路
環
境
整
備
事
業

で
伐
採
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
チ
ッ
プ

化
を
し
て
い
る
人
の
把
握
は
出
来
て
い

ま
せ
ん
が
状
況
を
確
認
し
補
助
も
含
め

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

⑤
長
野
県
一
村
一
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
組
み
は
？
飯
伊

十
一
市
町
村
が
登
録
し
て
い
る
が
村

と
し
て
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
？

村
長
答
弁

村
で
は
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
施

設
を
二
十
三
ケ
所
設
置
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
取
り
組
み
を

長
野
県
が
募
集
し
て
い
る
「
一
村
一
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募

す
る
考
え
で
す
。

（
一
般
質
問
の
様
子
は
、議
会
当
日
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
中
継
放
送
し
、
後
日
録

画
放
送
も
し
ま
し
た
。
下
條
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

細田達三議員

性
化
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

福沢敏議員
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「若人を下條村へ！」と題して今年４月１６日から５月３１日まで「下條村の良いところ」「若い世代が行

きたい、住みたいと思える明るいイメージ」というテーマでキャッチフレーズを募集させていただきま

した。

その結果１４名の方から２７件のご応募をいただくことができました。

どの応募作品も応募者の方の下條村に対する熱い思いが感じられる、とても素晴らしいフレーズでした。

選考についても熟慮を重ねた結果、移住を希望される方に訴えかける言葉、他県の方でもわかる方言

という点を鑑み、２つの応募作品から良いフレーズを抜き出し、１つにさせて頂くことになりました。

今後このキャッチフレーズを前面に出し、下條村のＰＲを進めていくとともに移住人口の増加を目指

し邁進してまいります。

なお、作品採用となられた下記のお二方につきましては御礼の品を贈呈させていただきます。

また、ご応募いただいた皆様には御礼として粗品を贈呈させて頂きます。

採用者応募作品
新中原 永井 幹人様 阿知原 石崎 えり様

「住めば都、“子育てのびのび”下條村」 「行かまいか、住みまいか下條」

たくさんのご応募ありがとうございました！

下條村移住定住キャッチフレーズ決定！下條村移住定住キャッチフレーズ決定！
「住みまいか、“のびのび子育て”下條村」「住みまいか、“のびのび子育て”下條村」

四
月
か
ら
企
画
財
政
係
の
な
か
に
、

リ
ニ
ア
を
担
当
す
る
職
員
が
二
名
配
置

さ
れ
、
下
條
村
の
リ
ニ
ア
に
関
連
す
る

事
業
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
中
央
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

発
生
す
る
掘
削
土
を
受
け
入
れ
て
、「
道

の
駅
信
濃
路
下
條
」北
側
の
火
沢
地
籍

を
埋
め
立
て
る
計
画
で
す
。

こ
の
掘
削
土
の
受
け
入
れ
に
あ
た

り
地
権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
な
が
ら
埋
め
立
て
の
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
埋
め
立
て
後
の
跡

地
が
有
効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

跡
地
利
用
の
検
討
も
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
十
五
日
に
は
、
六
名
の
公
募

に
よ
る
村
民
と
、
村
議
会
の
ほ
か
関

係
団
体
か
ら
の
代
表
者
を
含
め
二
十

五
名
に
委
員
を
委
嘱
し
、「
下
條
村

リ
ニ
ア
残
土
処
理
地
計
画
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

約
一
年
を
か
け
て
検
討
し
、
跡
地
利

用
へ
の
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
利
用
計

画
の
た
た
き
台
と
し
て
、
村
か
ら
イ

メ
ー
ジ
図
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
提
案
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
埋
め
立
て
工
事
に
つ
い
て
は
、

別
途
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
、
Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
や
地
元
調
整
を
図
っ
て
い
く

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊

リ
ニ
ア
関
連
事
業
が

始
ま
る
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こ
の
度
、
下
條
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
伊
藤
里
奈
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
飯
田
市
の
鼎
で
す
。
高

校
卒
業
後
は
上
京
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
の
五
月
に
帰
っ
て
参
り
ま
し

た
。
昨
年
着
任
さ
れ
た
宮
越
さ
ん
と
一

緒
に
婚
活
事
業
、
ま
た
第
六
次
産
業
を

主
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
東
京

で
過
ご
し
た
十
年
を
経
て
、
改
め
て
自

身
が
自
然
豊
か
で
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
育
っ
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
季

節
の
匂
い
、
朝
採
れ
た
て
の
野
菜
が
食

卓
に
並
ぶ
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
今
、
都
会
の
企
業
や

人
々
は
そ
の
価
値
を
求
め
て
い
ま
す
。
前

職
で
は
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
経
験
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
、
第
六
次

産
業
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
第
六
次
産
業
と
一
括
り
に
し

て
も
、
加
工
販
売
、
契
約
取
引
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
等
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
村
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

村
内
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
足
を
運

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
か

ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
夏
の
季
節
に

大
阪
か
ら
移
住
し
た
為
、
夏
が
来
る
と

昨
年
を
思
い
出
し
ま
す
。
改
め
て
こ
の

下
條
村
の
気
候
や
自
然
、
住
み
や
す
い

環
境
な
ど
都
会
生
活
の
時
と
は
違
い
四

季
を
と
て
も
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
一
年
経
っ
て

も
毎
日
違
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
以
上
に
移
住
・
定
住
促

地
域
地
域
お
こ
し

お
こ
し

協
力
隊

協
力
隊

び
、
土
地
に
根
付
く
様
々
な
魅
力
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、

ま
ず
は
販
路
拡
大
、
産
地
直
送
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
標
に
活
動
し
て
参
り
ま

す
。
温
か
な
人
柄
溢
れ
る
下
條
村
で
活

動
で
き
る
こ
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教

地地
域
お
こ
し
協
力

地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

に
着
任
し

に
着
任
し
てて

伊
藤

里

伊
藤

里
奈奈

匠の会竹筒作りに参加しました

教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教
教教教教教教教

今今
後
の
活
動
に
つ
い

今
後
の
活
動
に
つ
い
てて

地
域
お
こ
し
協
力

地
域
お
こ
し
協
力
隊隊宮

越

絵

宮
越

絵
美美

進
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
昨
年
十
月
か
ら
開
始
し
た

「
下
條
村
お
試
し
住
宅
」
も
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
か
ら
も
移

住
に
関
す
る
お
問
合
せ
や
住
宅
の
ご
案

内
・
ご
相
談
な
ど
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。「
移
住
」
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て

も
、
そ
の
方
の
人
生
を
変
え
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
。
住
居
と
お
仕
事
、
地
域
性

な
ど
ご
相
談
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に
あ
っ
た
対
応
を

心
掛
け
、
的
確
な
村
の
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
受
入
れ
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
七
月
よ
り
着
任
し
た
新
協
力
隊
と

力
を
合
わ
せ
て
婚
活
事
業
で
も
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

７月８日（日） 東京で行われた移住イベント

購入したクイックシェードテント

本
年
度
、
各
地
域
か
ら
の
ご
意
見
を

伺
う
な
か
で
、
現
在
お
使
い
い
た
だ
い

て
い
る
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
よ
り
軽

く
て
持
ち
運
び
に
便
利
な
、
簡
易
テ
ン

ト
（
３
Ｍ
×
３
Ｍ
）
十
基
を
購
入
し
ま

し
た
。

一
般
の
テ
ン
ト
に
比
べ
簡
易
な
構
造

で
あ
る
た
め
、
天
井
部
分
の
シ
ー
ト
が

薄
く
、
テ
ン
ト
内
で
の
火
気
使
用
は
厳

禁
と
な
り
ま
す
が
、
設
置
・
撤
去
は
素

早
く
で
き
る
た
め
、
各
自
治
会
で
の
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
ご
活

用
下
さ
い
。
借
用
に
つ
い
て
は
、
役
場

総
務
課
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
も
地
域
活

動
が
行
い
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

各各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ココ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
促
進

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
促
進
にに

ワ
ン
タ
ッ
チ（
ク
イ
ッ
ク
シ
ェ

ワ
ン
タ
ッ
チ（
ク
イ
ッ
ク
シ
ェ
ーー

ド
）テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し

ド
）テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
たた
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下
條
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

下
條
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金金

今
年
度
取
り
組
み
に
つ
い

今
年
度
取
り
組
み
に
つ
い
てて

昨
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
様
々
な
返
礼
品
を
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
数
あ
る

返
礼
品
の
中
で
も
主
に
果
樹
、
な
し

（
南
水
）が
多
く
希
望
さ
れ
ま
し
た
。
希

望
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中
に
は
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多
く
お
り
、
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
の
声
も
多
く
い
た
だ
く

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
下
條
村
は
、
昨
年
度
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
な
返
礼
品

目
の
追
加
等
、
ご
寄
付

の
更
な
る
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。
ま
ず
、
昨
年
度
か

ら
は
じ
め
ま
し
た
、
シ
ー

ド
ル
&
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
セ
ッ
ト
に
加
え
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
究
極

の
た
ま
ご
か
け
ご
飯
セ
ッ

ト
を
返
礼
品
と
し
て
追

加
し
ま
し
た
。
究
極
の

た
ま
ご
か
け
ご
飯
セ
ッ

ト
は
、
生
臭
さ
を
感
じ

な
い
濃
厚
な
味
わ
い
と

な
っ
て
い
る
「
親
田
高

原
の
た
ま
ご
屋
さ
ん
の

た
ま
ご
」、
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
と
い
う

特
殊
な
品
質
で
、
モ
チ
モ
チ
し
て
お
い

し
い
お
米
の
「
た
ま
む
す
び
」、
た
ま

ご
屋
と
老
舗
醤
油
蔵
の
二
つ
の
こ
だ
わ

り
を
合
作
し
て
作
ら
れ
た
醤
油
「
畑
の

雫
」
の
三
種
の
セ
ッ
ト
で
す
。
た
ま
ご

か
け
ご
飯
っ
て
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ん

だ
と
納
得
の
い
く
贅
沢
な
返
礼
品
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
、
楽
天
市
場
等
で
取
り
扱
い
を
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
形

で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
下
條
村
役
場

総
務
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

下
條
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

下
條
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金金

ごご
報報
告告

昨
年
度
は
、
大
勢
の
方
か
ら
下
條
村

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
尊
い
志
を
大
切
に
、『
下
條
村
の

村
づ
く
り
』
の
た
め
に
、
有
効
的
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
の
寄
付
金
の
内
訳
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て

お
り
、
千
六
百
四

十
一
名
の
方
々
か

ら
総
額
千
八
百
六

十
九
万
七
千
八
円

と
、
た
く
さ
ん
寄

付
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
の
中
で
、

氏
名
の
公
表
を
ご

承
諾
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
を

下
條
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
今
回
、氏
名
公

表
ご
承
諾
の
方
が

多
数
の
た
め
、
紙

面
で
の
掲
載
は
省
略
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

昨
年
度
、
総
務
大
臣
よ
り
「
村
内
に

居
住
す
る
住
民
の
方
か
ら
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
対
し
、
返
礼
品
を
送
付
し
な
い

よ
う
に
す
る
」
と
通
達
が
あ
り
、
徹
底

す
る
よ
う
に
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
下

條
村
も
そ
の
よ
う
に
返
礼
品
を
取
り
扱

う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

たまごかけご飯セット

金 額寄 附 の 使 い 道

6,035,000円（1）福祉に関する事業

1,540,000円（2）教育、スポーツの振興に関する事業

3,332,008円（3）若者定住、少子化対策等に関する事業

2,630,000円（4）自然環境の保全に関する事業

475,000円（5）歴史文化の保存に関する事業

4,685,000円（6）農業、商工業振興に関する事業

18,697,008円合 計
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平成30年 5月から
平成30年 8月まで

▲ ６月２４日 村団総合訓練が村民グランドにて行われ、小型ポンプ操法、救急法技術大会、ラッパ班公開発表が行われ

ました。今年は記録的な長雨と飯田下伊那地域全域に出された土砂災害警戒態勢により、７月８日予定だった飯伊大

会は中止となりました。（写真左飯嶋ラッパ長（前列中央）と選手）、写真右村沢第五分団長（後列中央）と選手）

▲ ６月２６日 交通安全 人波作戦が行われ、
シートベルト着用や早めのライト点灯など
を呼びかけました。

▲ ８月５日 長野県知事選挙が行われました。写真は開票

の様子。

▲葛
７月初旬から中旬にかけ
て、村内１７ケ所に赤と白の
きれいなサルビアの花が植
えられました。（花いっぱ
い運動）

▲ ７月２０日 保育所親子お楽しみ会が開催され
ました。年長児が作ったおみこしを担いでお祭
りを盛り上げました。家族の人と一緒に手持ち
花火をしたり、打ち上げ花火を見たりして楽し
く過ごしました。

▲ ６月１５日 古田消防団長が中学３年生に対して、防災教
育を行いました。消防団の存在意義や、災害時に中学生
でもできることを説明したり、消防団活動を通じて幅広
い世代と交流ができる消防団活動を広報し、防災を通じ
て郷土への想いを深める時間にもなりました。
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▲ ６月３０日 第４１回村民ゴルフ大会が行われま
した。(詳細はｐ１５)

▲ ６月２２日 小学校音楽会が開催されました。それぞ

れの学級や全校・合唱団など、それぞれの学年の特

徴を活かした演奏で楽しく感動的な音楽会になりま

した。

▲ ６月２９日 村内在住の６５歳以上の独り暮らしの方な

どをお招きし「おたっしゃ広場」を開催しました。

３０人近くご参加いただき、辻元望恵先生によるスト

レッチ教室や、昼食交流会を楽しみました。

葛
６月１６日 コスモ
ホールにおいて、阿
南消防署の職員の
方を講師に迎え普通
救命講習会が開催
されました。２２名の
方が受講し、心肺蘇
生法やＡＥＤの取
り扱い方について
講習を受けました。

▲ ８月３日 コスモホールにて夏休み人形劇場を開催しま
した。今回はイタリアよりジャンルーカ・ディ・マッテオ
さんにお越しいただきました。上演作品は、ナポリの伝統
的な人形劇「プルチネッラ」。３００名近い方が来場し、午前、
午後とも大盛況となりました。

▲ ６月２３日 中体連南信大会が開催され、剣道個人
戦男子で福澤充志君が優勝、赤羽空人君が３位、
剣道個人戦女子で倉田芽依さんが優勝し、３名が
県大会に出場しました。

▲ ５月２６日 下條のシードルがナガノシードル
コレクションに参加。（飯田市にて）
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福祉医療制度の受給者の皆様へ

平成３０年８月１日診療・調剤分から、子ども（※）医療費の給付制度が変わります。

（※）下條村に住民票があり、０歳から中学３年生までの方です。

なお、高校生以上の方は引き続きこれまでと同じ給付方式となります。

変更前

自己負担分全額を支払い、約２ヶ月

に３００円を控除した金額が口座振込

で支払われる。

変更後

自己負担分のうちの３００円（上限額）
験 験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

のみを支払う。

医療機関等の窓口であじさい色（薄い水色）の福祉医療費受給者証を毎回提示し

てください。新しい受給者証の提示が無い場合は、別途支給申請が必要になります。
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

〇対象となる方には、７月末までにあじさい色（薄い水色）の受給者証を送付し

ています。

ご不明な点は、福祉課担当までお問合せください。

注

意

後期高齢者医療の被保険者の皆様へ

８月は被保険者証（保険証）の定期更新の月です。

だいだい色の保険証は、平成３０年７月３１日で使用できなくなっております。

平成３０年８月１日からは新しい黄色の保険証（有効期限 平成３１年７月３１日）をご使

用ください。（また、限度額適用・標準負担額減額認定証も８月が更新月です。お持ち

の方は併せてご確認ください。）

〇保険証の記載事項を確認してください！

住所・氏名・一部負担金の割合など、保険証の記載内容を必ず確認してください。

平成３０年８月１日から平成３１年７月３１日までの一部負担金の割合（１割または３割）は、平成２９

年中の所得に基づき、改めて判定しているため、負担割合が変わっている場合があります。

ご不明な点は、福祉課担当までお問合せください。

注

意

このページに関するお問い合わせは、いきいきらんど下條へ 電話 ２７－１２３１

下條村青少年健全育成会では、７月２日（月）の朝、子どもた

ちの登校時間に合わせ、「信州あいさつ運動」を実施しました。

この運動は、家庭や地域でお互いにあいさつを交わし、つなが

ることで、地域を元気にすることを目的としています。

委員が登校する子どもたちへ「おはよう」「いってらしゃい」な

どの声かけると、「おはようございます！」と元気にあいさつを

返してくれました。初夏の暑い朝でしたが、村内各所で、子ども

たちの明るい声を聞く事ができました。

『あいさつ』はみんなをつなぐ魔法のことばです。無理せず、

できる地域で、で

きるやり方で、今

後もこの運動への

ご協力をよろしく

お願いします。

下條村では糖尿病とその合併症への

罹患を防止する為、糖尿病予防に関す

る講演会を実施します。詳しい内容は

以下の通りです。

日時 平成３０年８月３０日（木）

午後７時～午後８時２０分

場所 いきいきらんど下條

内容 「糖尿病の基礎と関連疾患につい

て、予防の為に必要なこと」

講師：輝山会記念病院 原修先生

（理事長補佐、下條診療所医師）

その他 参加無料、申し込み不要

下條村国民健康保険加入者はス

タンプカードをお持ちください。 北又地区詰所付近

糖尿病に関する講演会の開催について
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

信信州あいさつ運動を実施しまし信州あいさつ運動を実施しましたた

下條村役場付近
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国民健康保険の財政は加入者の皆さんの国保税と公費等を財源に、運営しています。

２９年度までは市町村ごとに運営してきましたが、３０年度からは長野県も保険者となり、財政運営の責任主

体として運営を担うことになりました。県は県内全域での医療費等の見込みを立てて、運営に必要な事業費

納付金を市町村別に決定し、皆さんに納めていただく税はこの納付金に充てられて県に納付する形となりま

す。３０年度はこの納付金と税収との差が大きくなることが見込まれる等の理由から、６月定例議会において

税率の引き上げが可決・成立されました。

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に

よ
り
、
一
時
的
に
著
し
く
収
入
が
減
少

し
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
場

合
、
減
免
等
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、

一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
減
免
、
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
の
理
由
と
は

・
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
生
活
が

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き

・
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ
る

農
作
物
の
不
作
、
不
漁
、
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
生
活
が

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き

・
事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
等

に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

・
そ
の
他
、
前
記
に
掲
げ
る
理
由
に
類

す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
○
減
免
等
の
条
件
は

・
減
免
等
を
受
け
る
に
は
、
現
在
の
収

入
状
況
や
資
産
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

・
特
別
の
理
由
に
よ
り
、
生
活
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
収
入
状
況
等
と
は
、

【１．医療給付費の状況】 【２．国民健康保険税の収納状況】

ここ数年、減少傾向が続いています。今後とも、健診受診や医
療費の節約等にご協力お願いします。

景気の影響等から収納額が減少しています。県が決
定した事業費納付金の納付に必要な税額に対して、実
際の税収は約1,000万円不足する見込みです。

29年度の1人当たり医療費は、県内77市町村中、低い方から４番目です。

※棒グラフが医療給付費、折れ線グラフが1人当たり医療費

220,000

210,000

200,000

190,000

180,000

170,000

160,000
（千円）

280,000

270,000

260,000

250,000

240,000

230,000

220,000

210,000
（円）26年度 27年度 28年度 29年度

29年度の1人当たり国保税調定額は、県内77市町村中、低い方から７番目です。

67,500

66,500

65,500

64,500

63,500

62,500

61,500
（千円） 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度（見込）

【３．国保税の1人当たり調定額】

下條村は、県内でもかなり低いのが現状です。しかし、将来的には県
内で税率の一本化を目指す方向であり、その際に大幅な改定を行うこと
にならないよう、段階的に税率を引き上げていくことが求められます。

◎それでも不足する分は急激な税率上昇と負担増を避けるため、基金を
適切に活用します。皆様のご理解とご協力、よろしくお願いいたします。

このような状況から、国保税の税率を税額で５％引き上
げさせていただくことになりました。
改正後の税率は下記のとおりです。

92,000

88,000

84,000

80,000

76,000

72,000

68,000
（円） 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度（見込）

区分

医療
給付費分

後期
高齢者
支援金分

介護
給付金分

年度 所得割 資産割 均等割 平等割

29 3.83％ 23.34％ 16,300円 14,300円

30（改定後） 4.41％ 12.78％ 17,600円 14,900円

29 1.90％ 11.80％ 7,400円 7,000円

30（改定後） 2.22％ 5.53％ 8,700円 7,500円

29 1.44％ 10.90％ 8,000円 4,700円

30（改定後） 1.62％ 5.75％ 9,100円 4,800円

（問い合わせ先） 役場税務会計室・福祉課住民係 電話２７－２３１１

紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫

国民健康保険税の税率が改正されました
～財政状況をご理解いただき、納付にご協力をお願いします～

一一
部
負
担
金
減

一
部
負
担
金
減
免免

制
度
の
ご
案

制
度
の
ご
案
内内

国
保
の
皆
さ
ん

国
保
の
皆
さ
ん
へへ
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「
一
日
図
書
館
長
」
が
行
わ
れ
ま
し

「
一
日
図
書
館
長
」
が
行
わ
れ
ま
し
たた

　

七
月
一
日

（
日
）午
後
、

一
日
図
書
館

長
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

八
名
の
皆
さ

ん
が
業
務
体

験
な
ど
を
通

じ
、
図
書
館

へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
に
て
金
田
村
長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
取
り
、
入
口
に
て
記
念
撮
影
。

会
議
室
に
場
所
を
移
し
村
長
あ
い
さ
つ
、

図
書
館
の
概
要
説
明
を
聞
い
た
後
は
、

館
内
に
て
貸
出
、
返
却
、
棚
へ
の
返
本
、

本
の
受
入
業
務
等
を
体
験
し
ま
し
た
。
書

庫
の
蔵
書
、
新
聞
や
雑
誌
の
保
管
状
況

も
見
学
。
懇
談
会
で
は
、
感
想
や
図
書

館
へ
の
要
望
な
ど
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
一
日
図
書
館
長

【
利
用
者
代
表
】（
敬
称
略
）

　
　

伊　

東　

重　

和　

（
粒　

三
）

　
　

関　

島　

則　

子　

（
新
中
原
）

　
　

佐
々
木　

幸　

恵　

（
北　

又
）

　
　

飯　

嶋　

文　

子　

（
原　

平
）

【
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
】

　
　

伊　

原　

裕
美
子　

（
阿
知
原
）

【
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
】

　
　

加　

藤　

摩　

純　

（
山
一
西
）

【
小
学
校
児
童
会
図
書
委
員
長
】

　
　

勝　

野　

の
ど
か　

（
鎮　

西
）

【
中
学
校
生
徒
会
図
書
委
員
長
】

　
　

原　
　
　

佑　

弥　

（
小
松
原
）

いい
た
だ
い
た
ご
感
想
・
ご
要
望
か

い
た
だ
い
た
ご
感
想
・
ご
要
望
か
らら

○
登
録
し
て
い
て
も
利
用
し
な
い
人
が

い
た
り
、
男
性
の
利
用
が
少
な
い
。

利
用
を
広
げ
る
た
め
に
曜
日
を
決
め

て
夜
間
開
館
を
す
れ
ば
、
仕
事
帰
り

に
寄
れ
る
の
で
は
。

○
図
書
館
の
仕
事
は
見
え
な
い
と
こ
ろ

の
仕
事
が
多
く
、
職
員
が
少
な
く
て

大
変
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
職
員
が
い
な

い
事
が
あ
り
、
忙
し
そ
う
で
聞
く
事

を
た
め
ら
う
事
も
あ
る
。
職
員
を
増

や
せ
な
い
か
。

○
子
ど
も
二
人
が
利
用
者
と
し
て
、
ま

た
小
学
生
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
関
わ
っ
た
。
図
書
館
を
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
、
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
の
こ
と
を
広
く
知
ら
せ
る
と

お
お
む
ね
生
活
保
護
の
基
準
が
目
安

と
な
り
ま
す
。

○
減
免
の
期
間

・
申
請
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
三
カ

月
以
内
で
す
。

　

詳
細
や
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役

場
福
祉
課
住
民
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　８月から、７０歳以上の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のとおり変更にな

りました。現役並みⅡ・現役並みⅠの所得区分の方は新たに「限度額適用認定証」

が必要となりますので、役場で申請してください。

所得区分 外来
(個人単位)

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み所得者
（課税所得
145万円～）

57,600円

80,100円+
（総医療費－
267,000円）
×1％

一　　般 14,000円 57,600円

Ⅰ 24,600円
低所得者
（住民税
非課税） Ⅱ

8,000円
15,000円

所得区分 外来
（個人単位）

外来+入院
（世帯単位）

現役並みⅢ
課税所得
690万円
以上

252,600円+（総医療費
－842,000円）×１％

現役並みⅡ
課税所得
380万円
以上

167,400円+（総医療費
－558,000円）×１％

現役並みⅠ
課税所得
145万円
以上

80,100円+（総医療費－
267,000円）×１％

一　　般 18,000円 57,600円

Ⅰ 24,600円
低所得者
(住民税非
課税) Ⅱ

8,000円
15,000円

70歳～74歳の高額療養費制度が改正されました

村
の
図
書
館
か
ら

村村村村村村村村村村村
のののののののののののの
図図図図図図図
書書書書書書書
館館館館館館館館館
かかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららら

村
の
図
書
館
か
ら
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い
い
。

○
年
齢
を
重
ね
る
と
目
や
耳
が
悪
く
な

る
の
で
大
活
字
本
、
小
説
・
落
語
の

Ｃ
Ｄ
が
あ
れ
ば
皆
利
用
し
た
い
の
で

は
な
い
か
。

○
読
書
手
帳
が
始
ま
っ
て
、
借
り
た
本

　

七
月
十
日
火
曜

日
と
十
一
日
水
曜

日
の
二
日
間
、
臨

海
学
習
で
福
井
県

小
浜
市
の
国
立
若
狭
青
少
年
自
然
の
家

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
レ
ク
で
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
学
習
係
か
ら
は
ク

イ
ズ
で
、
福
井
県
に
つ
い
て
問
題
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
福
井
県
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
レ
ク
係
は
、
み
ん
な
が
楽
し

め
る
よ
う
に
お
も
し
ろ
い
レ
ク
を
考
え

て
く
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

自
然
の
家
に
着
い
て
、ま
ず
入
所
式
で

し
た
。こ
れ
か
ら
の
二
日
間
が
楽
し
み
で
、

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。こ
の
臨
海
学
習
で

一
番
最
初
に
行
っ
た
の
は
、カ
ッ
タ
ー
訓

練
で
し
た
。ク
ラ
ス
ご
と
、「
カ
ッ
タ
ー
」

と
い
う
船
に
乗
り
、長
く
て
重
さ
が
四
キ

献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献

楽
し
か
っ
た
臨
海
学
習

中
学
校
一
年
Ｂ
組　

下
嶋　

優
菜

ロ
も
あ
る
オ
ー
ル
を
使
っ
て
、「
ソ
ー
レ
。」

と
声
を
合
わ
せ
て
こ
い
で
い
き
ま
し
た
。

オ
ー
ル
を
使
っ
て
こ
ぐ
の
は
思
っ
て
い

た
よ
り
も
大
変
で
、う
で
が
痛
く
な
り
ま

し
た
。大
変
だ
っ
た
け
ど
、と
て
も
よ
い

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
夜
は
ビ
ー
チ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

で
し
た
。
ク
ラ
ス
の
出
し
物
や
全
体
で

の
マ
イ
ム
マ
イ
ム
、
ジ
ェ
ン
カ
を
や
っ

て
、
と
て
も
楽
し
く
て
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

　

二
日
目
の
午
前
中
に
は
、
水
泳
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
私
は
海
に
入
る
の
は

二
回
目
で
し
た
。
今
回
私
は
、
足
の
つ

か
な
い
所
で
泳

ぎ
ま
し
た
。
足

が
つ
か
な
い
の

は
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
小
さ
い

魚
な
ど
海
の
生

き
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で

　

七
月
十
一
日
、

十
二
日
に
、
阿
南

少
年
自
然
の
家
へ

キ
ャ
ン
プ
に
行
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
心
に
残
っ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
カ
レ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
で
す
。
カ
レ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
で
は
、
班
ご
と
に
七
つ
の
食
材

を
探
し
ま
す
。
私
の
班
は
、
と
に
か
く

楽
し
く
探
し
ま
し
た
。
一
つ
見
つ
け
る

度
に
、
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
カ
レ
ー
作
り
で
は
、
ご
飯
が
な
か

な
か
炊
け
ず
、
一
番
最
後
に
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
で
も
、
食
材
探
し
や
飯
ご

う
炊
飯
な
ど
頑
張
っ
た
の
で
、
そ
れ
だ

け
特
別
な
カ
レ
ー
の
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
色
々
な
体
験
が
出
来
て
、
夕
食

作
り
は
と
て
も
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献
献献献献献献献献献献

楽
し
い
思
い
出

小
学
校
五
年
二
組　

白
上　

由
菜

で
す
。
ま
ず
は
、
出
し
物
で
班
ご
と
に

一
発
芸
を
や
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
班
も

と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち

の
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ド
キ
ド
キ

が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
発
表

し
て
い
る
と
、
み
ん
な
の
顔
が
笑
っ
て

い
た
の
で
、
私
も
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
笑
い
で
包
ま
れ
た
後
は
、

今
回
の
一
番
の
も
り
上
が
り
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。
火
の
神
様
が
火

の
子
に
、
友
情
の
火
、
知
恵
の
火
、
勇

気
の
火
を
分
け
て
、
火
を
ど
ん
ど
ん
大

き
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
火
が
つ
く
と
、

「
も
え
ろ
よ
も
え
ろ
」
を
歌
っ
て
、
も
っ

と
火
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
マ
イ
ム
マ

イ
ム
で
は
、
と
て
も
大
き
な
声
を
出
し

た
の
で
一
番
の
も
り
上
が
り
で
し
た
。

ジ
ェ
ン
カ
で
は
、
先
生
方
の
名
前
や

「
下
條
小
！
」
と
言
っ
た
り
し
て
、
こ
れ

も
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
に
負
け
な
い
ほ
ど

の
も
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
、色
々
な
人

と
関
わ
り
、友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、す
ご

く
良
い
思
い

出
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し

て
、
自
然
と

も
関
わ
れ
た

の
で
、と
て
も

良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

の
記
録
を
確
認
で
き
る
の
で
と
て
も

便
利
。

○
と
し
ょ
か
ん
だ
よ
り
等
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
い
い
本
が
入
っ
て
い
る

と
思
う
。
雑
誌
も
世
代
を
反
映
し
て

変
化
が
あ
り
、
良
い
と
思
う
。

す
。

　

私
は
こ
の
臨
海
学
習
で
統
率
係
で
し

た
。
す
ば
や
く
点
呼
を
し
た
り
、
会
の

進
行
を
し
た
り
、
し
っ
か
り
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。「
見
通
し
を
も
っ
て

行
動
す
る
」
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
中

学
校
生
活
で
も
行
っ
て
い
き
た
と
思
い

ま
す
。

だ

よ

り

学

校

だ

よ

り

学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り
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台
風
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
が

台
風
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
が

し
も
じ
ょ
っ
子
ま
つ
り
無
事
開
催
！

に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
が

に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
が

し
も
じ
ょ
っ
子
ま
つ
り
無
事
開
催
！

し
も
じ
ょ
っ
子
ま
つ
り
無
事
開
催
！

第
二
十
回

　

今
年
は
猛
暑
が
続
く
な
か
、
台
風
十

二
号
が
七
月
末
の
休
日
を
目
掛
け
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
七
月
二
十
八
日
に
は
、

各
市
町
村
で
お
祭
り
が
控
え
る
中
、
台

風
の
様
子
を
見
な
が
ら
や
む
な
く
翌
日

に
第
二
十
回
し
も
じ
ょ
っ
子
ま
つ
り
も

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
が
過
ぎ
去

り
翌
日
は
、
朝
か
ら
イ
ベ
ン
ト
日
和
の

い
い
天
気
で
し
た
。
お
ま
つ
り
会
場
の

中
学
校
で
は
、
着
々
と
準
備
が
進
み
午

後
三
時
三
十
分『
第
二
十
回
し
も
じ
ょ
っ

子
ま
つ
り
』
が
開
祭
い
た
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
で
は
、
ま
ず
和
太

鼓
演
奏
の
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｏ
ｊ
ｙ
ｏ
っ
鼓
が

屋
外
で
演
奏
を
披
露
し
、
続
い
て
空
手

ク
ラ
ブ
、
剣
道
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
で
二

回
目
の
参
加
と
な
っ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
下
條
ク
ラ
ス
の
発
表
の
あ
と

は
我
ら
が
ヒ
ー
ロ
ー
地
域
戦
隊
カ
ッ
セ

イ
カ
マ
ン
シ
ョ
ー
！
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
長
野
県
警
察
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー　

ラ
イ
ポ
く
ん
と
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
今
年
初
め

て
下
條
中
学
校
二
年
生
が
企
画
し
た
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
会
場
を
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
そ
の
後
、
恵
音
同
好
会
の
熱
い

ラ
イ
ブ
で
会
場
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
！
出

演
の
最
後
に
は
、
下
條
村
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
『
で
こ
』
さ
ん

が
登
場
し
、
自
身
の
曲
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
で
こ
さ
ん
に
は
そ
の

後
も
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
う
ち
わ

の
大
抽
選
会
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
日
も
暮
れ
て
く
る
頃
に
は
屋
外

で
子
供
達
の
お
神
輿
が
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ

し
ょ
い
と
元
気
な
掛
け
声
で
会
場
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
今
年
は
し
も
じ
ょ
っ

子
ま
つ
り
二
十
周
年
と
い
こ
と
で
、
い

つ
も
は
竹
宵
で
癒
し
の
道
を
作
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
思
考
を
変
え
て
グ
ラ
ン

ド
へ
『
し
も
じ
ょ
っ
子
ま
つ
り　
２０
ｔ
ｈ
』

の
文
字
を
竹
宵
で
作
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
企
画
で
昼
間
か
ら
竹
を
列

べ
て
お
り
ま
し
た
が
綺
麗
に
文
字
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
空
を
見
上
げ
れ
ば

お
祭
り
最
後
の
締
め
く
く
り
で
あ
る
大

煙
火
大
会
。
協
賛
い
た
だ
い
た
多
く
の

皆
様
の
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
花
火
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
振
り
返
れ

ば
台
風
に
よ
り
延
期
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
故
も
な
く
無

事
お
ま
つ
り
が
盛
大
に
で
き
た
こ
と
は

子
供
た
ち
の
願
い
が
通
じ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
第
二
十
回
し
も

じ
ょ
っ
子
ま
つ
り
」、
下
條
村
の
益
々
の

発
展
・
子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

念
し
な
が
ら
、
次
回
を
心
待
ち
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ステージ発表「ＥＴＣダンススクール」

中学生によるスタンプラリー

おみこしわっしょい！！

竹宵「しもじょっ子まつり２０ｔｈ」
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
新
井
守
氏
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
井
の
新
井
守
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
三
十
年

七
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
六
月
三

十
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
堀
尾
し
づ
よ
氏

　

前
任
者
串
原
良
彦
氏
の
勇
退
に
伴

い
、
堀
尾
し
づ
よ
氏
が
七
月
一
日
よ
り

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

堀尾しづよ氏

（小松原出身）

新
井
美
彦
氏
が

瑞
宝
双
光
章
を

授
章
し
ま
し
た

平成３０年４月１日
～

平成３０年７月３１日
受付まで

戸籍の戸籍の戸籍の
窓口窓口窓口

　

元
下
條
村
助
役
の
新
井
美
彦
氏（
吉

岡
）に
対
し
、多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
十
八
日
、
役
場
庁
舎
で
ご
本
人

に
直
接
、
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

◇
出
生

（
子
の
名
）　
　

（
保
護
者
）　

（
地
区
）

川
上　
 
心  
葉 　
　

陽　

二　
　

上
野
原

こ
こ 

は

竹
村　
 
旭  
陽 　
　

聖　

也　
　

小
松
原

あ
さ 

ひ

仲
村
の
ど
か　
　

幸　

広　
　

小
松
原

四
宮　
 
杜  
己 　
　

陽　

我　
　

粒　

三

と 

き

澤
柳　
　
 
湊 　
　

有　

志　
　

小
松
原

み
な
と

古
田　
 
琉
真 　
　

真　

晃　
　

原　

平

り
ゅ
う
ま

♥
婚
姻

　

齋
藤　
　

茂　
　
　

粒　

三

　

後
藤　

香
菜　
　
　

愛
知
県

死
亡

（
亡
く
な
っ
た
人

）　
 （年
齢

） （
喪
主

） 
　
　

（
地
区
）

木
下 

し
ゑ　
　
９６　
 
　

廣　

粒　

三

中
島　
　

律　
　
８２　

健　

喜　

手
塚
原

古
田　

眞
杉　
　
７８　
　

剛　
　

阿
知
原

熊
谷　

昭
典　
　
８９　

紀　

之　

吉　

岡

佐
藤　

邦
徳　
　
８３　

伸　

一　

大
久
保

下
田　

正 
　
　
６８　
　

徹　
　

粒
一
南

中
島　

貞
子　
　
８５　

義　

一　

山
一
東

吉
村　

博
人　
　
９５　

好　

孝　

鎮　

西

清
水
ふ
く
み　
　
９５　

伊
藤
順
司　

西　

部

松
下　

静
子　
　
６８　

作　

實　

合　

上

熊
谷
う
め
子　
　
８６　

光　

弘　

中　

平

亀
割　

清
孝　
　
８０　

公　

貴　

新　

井

飯
島　
　

和　
　
８８　

光　

夫　

中　

平

　

広
報
志
も
じ
ょ
う
第
一
九
七
号
の
戸
籍

の
窓
口（
十
五
ペ
ー
ジ
）で
氏
名
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

【
誤
】鈴
木　
 
勘  
助 　
　

【
正
】鈴
木　

か
ん 
す
け

 
勘  
介 

か
ん 
す
け

訂
正
と
お
詫
び

　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
二
年
間
、
菅

沼
支
部
長
（
菅
野
）
は
じ
め
各
地
区
か

ら
執
行
部
役
員
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
代
議

員
の
皆
様
に
は
献
身
的
に
交
通
安
全
に

ご
協
力
を
頂
き
、
五
月
の
阿
南
地
区
総

会
に
お
い
て
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。左から菅沼支部長（菅野）、熊谷女性部長

（手塚原）、奥村第７ブロック長（吉岡）

教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教
教教教教教教

安
協
下
條
支
部
役
員

安
協
下
條
支
部
役
員
のの

交
代
が
あ
り
ま
し

交
代
が
あ
り
ま
し
たた

　

四
月
二
十
七
日　

第
五
分
団
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
納
車

を
行
い
ま
し
た
。緊
急
防
災
減
災
事

業
の
起
債
を
受
け
て
購
入
し
た
も

の
で
、改
正
道
路
交
通
法
に
も
適
用

し
た
、
運
転
手
制
限
を
受
け
な
い

車
種
で
す
。

平
成
三
十
一

年
度
ま
で
に
全

て
の
分
団
の
積

載
車
を
入
れ
替

え
て
い
く
予
定

で
す
。

　

第
四
十
一
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
六

月
三
十
日
（
土
）、
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
お
い
て
、
一
七
一
名
と
い
う
多

く
の
皆
様
が
参
加
し
天
気
は
不
安
定
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　
　

北
村　
　

仁

　

準
優
勝　
　
　

岡
島　

功
明

　

三　

位　
　
　

下
嶋　

賢
二

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　

江
取　

研
二

教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教
教教教教教

第
四
十
一
回
村
民
ゴ
ル
フ
大

第
四
十
一
回 
村
民
ゴ
ル
フ
大
会会

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

　

次
の
通
り
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
新
任

【
総
務
課
】

　

（
７
月
１
日
付
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

伊
藤　

里
奈

（飯田市出身）

{

元下條村助役　新井美彦氏



平成３０年８月１６日 第 １９８ 号　（16）

【
西
日
本
豪
雨
に
つ
い
て
】

　

七
月
四
日
か
ら
の
豪
雨
は
、
西
日
本

を
中
心
に
死
者
が
二
〇
〇
人
を
超
え
る

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
記

録
的
な
雨
量
に
よ
っ
て
土
砂
崩
れ
や
浸

水
が
広
範
囲
で
発
生
し
、
今
な
お
、
大

勢
の
安
否
不
明
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

下
條
村
で
は
四
日
間
の
総
雨
量
が
二

六
一
・
五
㎜
（
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た

五
十
八
年
災
は
約
二
日
間
で
二
六
三
・

五
㎜
）
で
出
さ
れ
た
の
は
、
大
雨
警
報

の
み
で
し
た
。
二
ケ
所
で
崩
落
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
幸
い
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

雨
量
の
総
量
、
時
間
的
降
水
量
な
ど

は
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
防
災
は
こ

れ
ま
で
の
常
識
が
通
用
し
な
い
新
た
な

段
階
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
し
て
、
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
て
も
避
難
し

た
方
が
わ
ず
か
だ
っ
た
こ
と
、
短
時
間

で
避
難
不
能
な
状
況
に
至
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
課
題
は
山
積
で
す
。

　

各
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
れ
ま
で
の
被
災
事
例
を
踏
ま
え
、

雨
・
地
震
な
ど
災
害
毎
に
安
全
な
避
難

個
所
や
ル
ー
ト
、
安
否
の
声
掛
け
な
ど

安
全
の
確
保
に
向
け
た
話
し
合
い
や
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
村
で

も
皆
様
と
共
に
災
害
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

【
下
條
村
国
民
健
康
保
険
の
税
率
改
定

（
ア
ッ
プ
）に
つ
い
て
】

　

村
民
の
約
１
／
４
が
加
入
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
と
い
う
）

は
、
こ
れ
ま
で
各
市
町
村
が
運
営
し
、

保
険
料
の
額
を
決
め
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
制
度
を
長
期
的
に
安
定
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
運
営
が
県
に
一
本
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
県
下
で
も
常
に
低
い
保

険
料
を
維
持
し
て
き
た
我
が
村
も
、
今

後
は
県
策
定
の
保
険
料
に
す
る
た
め
、

十
六
・
九
%
と
い
う
大
幅
な
ア
ッ
プ
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

去
る
六
月
六
日
開
催
の
国
保
運
営
協

議
会
か
ら
五
%
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

村
と
し
て
も
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、

国
保
加
入
の
皆
様
に
も
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
が
、
保
険
料
抑
制
の
た
め
こ
れ

ま
で
一
般
会
計
か
ら
も
繰
り
入
れ
て
き

ま
し
た
国
保
基
金
も
投
入
し
、
答
申
ど

お
り
ア
ッ
プ
率
を
五
%
に
留
め
る
決
断

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
が
村
の
国
保
医
療
費
は
、
五
年
間

連
続
で
下
が
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

下
條
村
舞
台
の
映
画
「
脱
皮
」
の
試

写
会
が
六
月
十
六
日
に
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
約
二
五
〇
人
の
皆
さ
ん
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
し
ん
」

な
ど
の
演
出
を
手
掛
け
た
監
督
の
大
木

一
史
さ
ん
ほ
か
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

音
楽
を
担
当
し
た
佐
藤
慶
子
さ
ん
、
主

演
女
優
の
和
泉
妃
夏
さ
ん
も
来
場
さ
れ
、

撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

映
画
は
、自
然
豊
か
な
美
し
い
村
に

　

六
月
二
十
九
日　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
に

て
株
式
会
社
四
万
十
ド
ラ
マ　

畦
地
履

正
社
長
を
講
師
に
招
き
「
実
践
か
ら
学

ぶ
地
域
お
こ
し
と
は
」
と
い
う
演
題
で

講
演
会
を
開
催
し
、
約
一
三
〇
人
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
万
十
ド
ラ
マ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、「
ロ
ー
カ
ル
」「
ロ
ー
テ
ク
」「
ロ
ー

イ
ン
パ
ク
ト
」
を
掲
げ
、
自
分
た
ち
の

足
元
に
あ
る
も
の
を
生
か
し
な
が
ら
地

域
に
密
着
し
、
自
然
循
環
型
企
業
を
目

指
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
お
り
、
商

突
然
現
れ
た
虚
言
癖
の
あ
る
女
性
に
村

民
た
ち
の
生
活
は
か
き
乱
さ
れ
な
が
ら

も
徐
々
に
打
ち
解
け
互
い
に
成
長
し
て

い
く
物
語
で
、昨
年
九
月
に
村
内
の
神

社
や
そ
ば
畑
、民
家
、居
酒
屋
な
ど
で
撮

影
さ
れ
、村
民
十
一
人
も
エ
キ
ス
ト
ラ

と
し
て
出

演
し
て
い

ま

す
。
今

年
十
一
月

頃
に
は
飯

田
市
や
東

京
都
な
ど

で
も
一
般

公
開
す
る

予
定
で
す
。

下
條
村
舞
台
映
画

下
條
村
舞
台
映
画

「
脱
皮
」試
写
会

「
脱
皮
」試
写
会

「
脱
皮
」試
写
会

「
脱
皮
」試
写
会

地
域
お
こ
し
講
演
会
開
催

地
域
お
こ
し
講
演
会
開
催

エキストラのみなさんと

品
の
開
発
数
は
一
〇
〇
ア
イ
テ
ム
以
上

と
の
こ
と
。
商
品
の
中
に
込
め
る
も
の

は
、
生
き
る
人
々
や
、
風
景
、
豊
か
さ

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
新
し

い
環
境
観
光
産
業
を
発
信
し
た
い
と
い

う
強
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
皆
さ
ん
注

意
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の

質
問
も
た
く

さ
ん
で
て
、

大
変
有
意
義

な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

畦地履正氏

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横
横
横
横
横
横


